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華
麗
な
社
殿
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

会
式
は
、
13
時
頃
か
ら
三
田
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
出
発

し
、
３
ｍ
ほ
ど
の
餅も
ち

花ば
な

竿ざ
お

を
先
頭
に
、
蔵
王
権
現
の
幟の
ぼ
り、
お

供
え
の
餅
を
担
い
だ
人
々
が
行
列
を
な
し
て
、
神
社
ま
で
の

坂
道
を
ゆ
っ
く
り
と
練
り
歩
き
ま
す
。
そ
の
後
、
鏡
餅
を
神

社
へ
奉
納
し
、
ご
祈き

祷と
う

の
後
に
お
供
え
の
餅
を
投
げ
る
大
餅

投
げ
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

三
田
区
の
蔵
王
権

現
社
は
、
参
拝
す
れ

ば
不
思
議
と
失
せ
物

が
見
つ
か
る
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

物
が
な
く
な
っ
て
出

て
こ
な
い
方
は
、
一

度
訪
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

４
月
13
日
（
土
）、
三
田
区
の
蔵
王
権
現
社
で
年
に
一
度
の
会

式
が
行
わ
れ
ま
す
。
蔵
王
権
現
社
は
、
三
田
集
落
の
中
で
も
高
い

位
置
に
あ
り
、
あ
ら
ぎ
島
や
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ

て
い
る
三
田
・
清
水
の
農
山
村
景
観
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る

大
変
見
晴
ら
し
の
良
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。

蔵
王
権
現
信
仰
と
は
、
修
験
道
の
開
祖
と
さ
れ
る
役
え
ん
の

小お

角づ
の

が
、

金き
ん

峰ぶ

山せ
ん

で
修
行
中
に
感
得
し
た
日
本
独
自
の
仏
「
蔵
王
権
現
」
に

対
す
る
信
仰
で
す
。
蔵
王
権
現
は
修
験
道
の
守
護
者
と
さ
れ
、
平

安
時
代
以
降
に
は
吉
野
か
ら
熊
野
地
方
に
連
な
る
大お
お

峰み
ね

山さ
ん

の
修
験

者
た
ち
に
よ
っ
て
全
国
各
地
に
広
め
ら
れ
ま
し
た
。
三
田
区
で
は

「
蔵ぞ
う

さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
厚
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
田
区
の
蔵
王
権
現
社
は
、
地
元
に
伝
わ
る
記
録
に
よ
る
と
、

天
正
年
間
（
１
５
７
３
～
１
５
９
２
年
）
の
再
建
と
伝
わ
り
、
こ

の
地
域
で
古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
信
仰
空
間
と
し
て
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
重
要
文
化
的
景
観
に
お
け
る
重
要
な
構
成
要
素

に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
社
殿
は
、文
政
９
年
（
１
８
２
６
年
）

に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
長
年
の
風
食
に
よ
っ
て
色
あ
せ
て

い
ま
す
が
、
建
物
の
各
所
に
彩
色
が
残
り
、
建
て
ら
れ
た
当
初
は

そ
の
81

三
田
区
蔵ざ

王お
う

権ご
ん

現げ
ん

社し
ゃ

の
会
式
が
行
わ
れ
ま
す

※
蔵
王
権
現
社
付
近
に
は
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お

車
で
お
越
し
の
際
は
、
あ
ら
ぎ
島
展
望
所
駐
車
場
（
三

田
４
６
１
番
地
５　

三
田
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
前
）
に

駐
車
の
上
、
徒
歩
に
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会式の様子（写真は平成 30 年）


